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一
九
五
〇
年
度
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
り
、
継
続
的
に
実
施
さ

れ
て
き
た
学
生
生
活
実
態
調
査
。
そ
の
興
味
深
い
調
査
結
果
か
ら
、

社
会
状
況
と
と
も
に
変
化
す
る
東
大
生
の
姿
が
ユ
ニ
ー
ク
に
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る
。�

　

本
学
の
学
生
生
活
実
態
調
査
は
、
一
九
五
○
年
度

か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
希
有
な
調
査
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
戦

後
の
混
乱
期
に
貧
し
い
学
生
た
ち
の
学
生
生
活
を
、

少
し
で
も
豊
か
で
充
実
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
い

う
問
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

初
期
の
、
手
書
き
の
ガ
リ
版
印
刷
で
仕
上
げ
ら
れ

た
報
告
書
の
赤
茶
け
た
ペ
ー
ジ
に
は
、
当
時
の
学
生

た
ち
の
経
済
状
態
が
事
細
か
に
分
析
・
記
述
さ
れ
て

い
る
。
五
○
年
代
後
半
か
ら
六
○
年
代
に
か
け
て

は
、
そ
れ
ま
で
経
済
生
活
に
限
定
さ
れ
て
い
た
調
査

内
容
に
、
生
活
時
間
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
実
態
と
い

っ
た
、
大
学
生
活
全
般
に
か
か
わ
る
も
の
が
含
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
年
度
に
よ
っ
て
は
、
女

子
学
生
や
大
学
院
学
生
を
対
象
と
し
た
調
査
が
企

画
さ
れ
、
多
様
な
学
生
た
ち
の
生
活
実
態
が
明
ら
か

に
さ
れ
は
じ
め
る
。

　

さ
ら
に
、
紛
争
後
の
七
○
年
代
に
な
る
と
、
不
安
・

悩
み
や
友
人
関
係
、
入
学
動
機
や
就
職
希
望
と
い
っ

た
、
学
生
た
ち
の
意
識
に
か
か
わ
る
質
問
が
多
く
設

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
学
生
を
め
ぐ
る

主
要
な
問
題
状
況
が
、
経
済
問
題
か
ら
生
き
が
い
や

対
人
関
係
の
問
題
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
八
○
年
代
以
降
は
、
語
学
学
習
や
海
外
旅

行
と
い
っ
た
国
際
化
へ
の
対
応
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

ど
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
状
況
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
や
社
会
問
題
に
対
す
る
意
識
な
ど
、
現
代
の

社
会
状
況
に
合
わ
せ
た
設
問
が
毎
年
工
夫
さ
れ
、
付

加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、「
東
大
生
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
」

「
東
大
生
は
、
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
き

た
の
か
」「
東
大
生
は
、
何
を
考
え
て
き
た
の
か
」
と

い
う
三
つ
の
問
い
を
設
定
し
、
東
大
生
の
姿
に
迫
る

こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
設
問
項
目
の
内
容
や

個
々
の
項
目
の
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
自
体
が
変
化
し
て

い
る
場
合
が
多
く
、
こ
こ
で
の
比
較
は
あ
く
ま
で
も

大
ざ
っ
ぱ
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
き
た
い
。
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本
調
査
で
は
、
初
回
か
ら
継
続
し
て
、
対
象
者
に

「
家
庭
の
所
在
地
」と「
主
た
る
家
計
支
持
者
の
職
業
」

を
た
ず
ね
て
き
た
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、「
東
大
生

は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
」
と
い
う
基
本
的
な
問
い

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　

図
�
は
、
家
庭
の
所
在
地
を
地
域
別
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
（
か
つ
て
の
調
査
は
男
子
を
中
心
に
実

施
さ
れ
て
い
た
た
め
、
第
一
回
か
ら
第
二
九
回
の
数

字
は
「
男
子
」
の
み
の
も
の
を
、
第
三
四
回
以
降
は

「
男
女
」
の
も
の
を
示
し
て
い
る
）。

　

東
大
生
の
出
身
地
域
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
変

化
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
第
一
印
象
で
あ
る
。

し
か
し
、
て
い
ね
い
に
み
れ
ば
い
く
つ
か
の
傾
向
が

あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
ま
ず
第
一
に
、「
東
京
」
出
身
の

学
生
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
六
○
年
代
な
か
ば
ま
で

四
割
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
七
○
年
代
に
入
っ
て

か
ら
は
三
割
以
下
に
な
っ
て
い
る
。逆
に
、「
関
東
」の

占
め
る
割
合
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
一
時
期
は
一
桁
に
と
ど
ま
っ
て
い
た「
近
畿
」

か
ら
の
入
学
者
は
、
こ
の
と
こ
ろ
微
増
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
字
が
物
語
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な

事
実
で
あ
ろ
う
。
戦
後
の
改
革
に
よ
っ
て
各
地
に
大

学
が
で
き
、
東
京
大
学
の
東
京
ロ
ー
カ
ル
化
が
一
時

進
ん
だ
も
の
の
、
そ
の
後
の
学
歴
社
会
化
の
進
行
に

と
も
な
っ
て
、
受
験
競
争
が
全
国
化
し
入
学
者
の
東

京
集
中
傾
向
は
和
ら
い
だ
。「
関
東
」
の
数
値
の
上
昇

は
、
一
方
で
東
京
を
取
り
巻
く
関
東
圏
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
化
に
よ
る
人
口
増
加
の
影
響
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
他
方
で
は
地
元
志
向
が
よ
り
強
い「
女
子
」

が
含
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。

　

出
身
家
庭
の
職
業
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
に

�・������



実
施
さ
れ
た
第
三
四
回
の
時
点
で
、
職
業
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
抜
本
的
に
改
め
ら
れ
た
た
め
直
接
的
な
比
較

は
で
き
な
い
が
、
図
�
か
ら
以
下
の
傾
向
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
目
に
つ
く
の
は
、

年
を
追
う
ご
と
に
「
給
与
生
活
者
」（
�
か
ら
�
の
四

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
合
計
）
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五
○
年
代
前
半
に
は
四
割
台

で
あ
っ
た
比
率
は
、
五
○
年
代
後
半
か
ら
五
割
台

に
、
七
○
年
代
後
半
に
は
六
割
台
に
、
八
○
年
代
に

は
つ
い
に
七
割
台
に
到
達
し
た
。
こ
う
し
た
傾
向

は
、
わ
が
国
全
体
の
職
業
構
造
の
変
化
を
如
実
に
反

映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
東
大
生
の
場
合
、
親
が
管
理
的
・
専
門
的
な
仕

事
に
つ
い
て
い
る
比
率
が
と
り
わ
け
高
い
。
八
○
年

代
後
半
以
降
は
、
半
数
前
後
が
「
管
理
的
職
業
」
の

親
を
も
っ
て
い
る
。「
専
門
・
技
術
的
職
業
」
を
合
わ

せ
る
と
、
九
○
年
代
に
は
全
体
の
何
と
六
割
以
上
が

そ
れ
ら
の
階
層
の
出
身
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
述
し
た
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
見
直
し
は
、
国
勢

調
査
の
分
類
に
準
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
か
の

調
査
と
の
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。
実
際
、一
九
八
六
年
の
第
三
六
回
調
査
で
は
、

東
大
生
の
家
庭
の
特
徴
が
全
国
調
査
の
結
果
と
比

較
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の

は
、
管
理
職
（
と
く
に
公
務
管
理
職
）
層
出
身
者
の

多
さ
で
あ
り
、
農
業
を
含
む
自
営
業
や
民
間
非
管
理

職
層
か
ら
の
輩
出
率
の
低
さ
で
あ
る
。
東
京
大
学

は
、
歴
史
的
に
み
て
、
全
国
か
ら
「
恵
ま
れ
た
」
家

庭
の
子
女
を
集
め
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い

っ
て
、
ま
ち
が
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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初
期
の
調
査
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
実
態
を
探
ろ

う
と
す
る
企
画
が
目
立
つ
。
と
く
に
五
○
年
代
に

は
、
学
生
個
人
に
と
っ
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
必
要
度

������・��

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（%）�

第 1 回（1950）�

第 3 回（1952）�

第 6 回（1955）�

第11回（1960）�

第16回（1965）�

第21回（1971）�

第25回（1975）�

第30回（1980）�

第36回（1986）�

第36回（1986）�

第40回（1990）�

第45回（1995）�

第47回（1997）�

【図2】家庭の職業�

公務員�
（管理職）�

職業カテゴリー変更後�

公務員�
（非管理職）�

民　間�
（管理職）�

民　間�
（非管理職）�

経営者�
（中小企業）�

経営者�
（大企業）�

自由業� 農林水産業� 不動産、金利・�
恩給、その他�

農・林・漁業� 生産工程・�
運輸等�

無職・その他�専門・�
技術的職業�

教育的職業� 管理的職業� 事務・販売�

A B C D

A ＋ B ＋ C ＋ D E ＋ F

A ＋ B C ＋ D E ＋ F

A ＋ B C ＋ D E ＋ F

C ＋ D E ＋ FA ＋ B

C ＋ D E ＋ FA ＋ B

100 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（%）�

第 1 回（1950）�

第 5 回（1954）�

第10回（1959）�

第15回（1964）�

第19回（1969）�

第24回（1974）�

第29回（1979）�

第34回（1984）�

第39回（1989）�

第44回（1994）�

東京�

注：第1回から第29回は「男子」の数値。それ以降は「男女」の数値。�

関東� 北海道� 東北� 中部� 近畿� 中国� 四国� 九州�

【図1】出身地�

E F

を
�
〜
�
の
五
段
階
に
分
け
て
捉
え
る
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
第
六
回
調
査
（
一
九
六

五
年
）
で
は
、
必
要
度
�
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
け

れ
ば
自
分
の
生
活
は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
者
が

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
必
要
度
�
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
け
れ
ば
学
業
を
続
け
る
見
込
は
全
く
な
い
が
、
生

活
は
辛
う
じ
て
で
き
る
」
と
い
う
者
が
一
四
パ
ー
セ

ン
ト
存
在
し
て
い
た
。
四
人
に
一
人
以
上
が
、
バ
イ

ト
を
し
な
け
れ
ば
生
活
が
た
ち
い
か
な
い
レ
ベ
ル
で

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。そ
の
中
身
は
、

今
と
同
様
「
家
庭
教
師
」
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
少
な
か
ら
ぬ
学
生
が
、「
勉
学
の
時
間
が
不
足
す

る
」
と
か
「
過
労
の
た
め
健
康
が
心
配
」
と
い
う
困

難
・
不
安
を
か
か
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
す
で
に
一
九
六
五
年
の
時
点
で
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
解
説
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。「
最
低
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を

求
め
た
の
は
過
去
の
こ
と
で
、
今
日
で
は
む
し
ろ
、

ス
キ
ー
に
出
か
け

た
り
、
レ
コ
ー
ド
を

買
っ
た
り
す
る
た

め
に
、
ア
ル
バ
イ
ト

は
必
要
な
の
で
あ

る
。」
調
査
項
目
に
、

は
じ
め
て
「
耐
久
消

費
財
」
の
所
有
状
況

が
加
え
ら
れ
た
の

が
、
一
九
七
○
年
の

第
二
○
回
調
査
で

あ
っ
た
。
し
か
し
そ

の
段
階
で
は
、「
テ

レ
ビ
」
一
八
パ
ー
セ

ン
ト
、「
冷
蔵
庫
」九

パ
ー
セ
ン
ト
、「
洗

濯
機
」
二
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
水
準
で

あ
り
、「
ク
ー
ラ
ー

（
エ
ア
コ
ン
）」「
電
話
」「
パ
ソ
コ
ン
」
と
い
っ
た
選
択

肢
は
ま
だ
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
（
一
九
九
六

年
）の
第
四
六
回
調
査
で
は
、「
ス
テ
レ
オ（
コ
ン
ポ
）」

八
四
パ
ー
セ
ン
ト
、「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
七
三
パ
ー
セ

ン
ト
、「
テ
レ
ビ
」
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
、「
電
話
」
五

四
パ
ー
セ
ン
ト
、「
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
」
四
四
パ
ー
セ
ン

ト
、「
パ
ソ
コ
ン
」
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
、
情
報
通

信
や
映
像
音
楽
に
か
か
わ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア

が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

　

表
�
は
読
書
に
つ
い
て
、「
好
き
な
作
家
（
最
近
興

味
深
く
読
ん
だ
本
）」
と
「
よ
く
読
む
雑
誌
」
の
二

項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
四
時
点
に
わ
た
っ
て
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
が
は
じ
め
て
行
わ
れ
た

一
九
五
○
年
の
東
大
生
た
ち
は
、「
文
藝
春
秋
」「
世

界
」「
中
央
公
論
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
三
大
総
合
雑

誌
を
愛
読
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
○
年
後
に
は

「
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」
が
あ
ら
わ
れ
、
二
○
年
後
に
は

「
ぴ
あ
」
が
登
場
し
、
約
三
○
年
後
の
八
九
年
に
は
、

��・������

【表1】読書について�

最近興味深く読んだ本�

きけわだつみのこえ�
細雪�
チボー家の人々�
ロマン・ロランのもの�
風と共に去りぬ�

よく読む雑誌�

文藝春秋�
世界�
新潮�
中央公論�
小説新潮�

第 1 回�
（1950）�

第20回�
（1970）�

好きな作家�

高橋和巳�
三島由紀夫�
井上　靖�
北　杜夫�
夏目漱石�

朝日ジャーナル�
少年マガジン�
世界�
文藝春秋�
中央公論�

第29回�
（1979）�

夏目漱石�
北　杜夫�
芥川龍之介�
太宰　治�
井上　靖�

週刊朝日�
ぴあ�
朝日ジャーナル�
文藝春秋�
少年マガジン�

第39回�
（1989）�

夏目漱石�
司馬遼太郎�
村上春樹�
太宰　治�
アガサ・クリスティー�

ビッグコミックスピリッツ�
ぴあ�
アエラ�
少年ジャンプ�
ニューズウィーク�

―　先生が卒業された1965年の調査では、

生活のためにアルバイトをするのは過去の話、

とまとめられています。実感としてはいかがです

か。
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―　学生の出身家庭にも、かなり大きな変化

がみられます。
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―　それにつれて、学生の意識も変わりつつ

あるようです。
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隔
週
の
マ
ン
ガ
雑

誌
「
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ

ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
が

東
大
生
の
愛
読
書

ベ
ス
ト
�
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

表
�
は
、「
自
宅

外
生
」
の
一
カ
月
あ

た
り
の
平
均
支
出

額
と
そ
の
内
訳
を

た
ど
っ
た
も
の
で

あ
る
。
食
費
と
住
居

費
を
分
け
る
よ
う

に
な
っ
た
第
二
九

回
調
査
か
ら
、
家
計

に
し
め
る
住
居
費

の
割
合
が
上
昇
を

は
じ
め
、
第
四
七
回

に
は
何
と
四
○
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え

る
水
準
に
ま
で
達

す
る
。
こ
れ
は
、
自

宅
外
生
の
す
ま
い

が
下
宿
や
学
寮
か
ら
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
シ

フ
ト
し
、
学
生
気
質
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
の
あ

ら
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、
勉
学
費（
勉
学
に
必
要
な
書
籍
代
な
ど
）

の
占
め
る
割
合
が
下
降
し
、
衣
料
費
と
い
う
費
目
が

設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
第
三
九
回
以
降
は
、
六

〜
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
両
者
が
拮
抗
す
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
ど
き
服
代
と
同
じ
だ
け
を

本
代
に
使
う
の
は
東
大
生
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
、
と
い
う

見
方
も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
や
や

寂
し
い
結
果
で
は
あ
る
。

�

������・��

【表2】1カ月あたりの支出額とその内訳（自宅外生）�

第 5 回�
（1954）�

第10回�
（1959）�

第15回�
（1964）�

第19回�
（1969）�

第24回�
（1974）�

第29回�
（1979）�

第34回�
（1984）�

第39回�
（1989）�

第44回�
（1994）�

第47回�
（1997）�

支出総額

（単位：円、カッコ内は％）�

8,760

11,470

19,600

30,560

63,200

89,600

110,700

138,800

154,600

153,100

食費�

32,600

35,900

37,300

41,700

39,400

5,180

7,300

11,900

18,790

40,100

住居費�

23,500

31,700

45,800

59,100

62,500

衣料費�

10,000

10,000

10,400

–

–

–

–

–

–

–

勉学費�

1,160

1,270

2,090

4,230

7,900

10,800

11,100

10,400

11,000

9,800

教養娯楽費�

880

1,700

2,990

3,250

8,300

12,100

17,400

20,000

19,500

18,000

（36）�

（32）�

（27）�

（27）�

（26）�

（59）�

（64）�

（61）�

（62）�

（63）�

（26）�

（29）�

（33）�

（38）�

（41）�

（7）�

（6）�

（7）�

（13）�

（11）�

（11）�

（14）�

（13）�

（12）�

（10）�

（7）�

（7）�

（6）�

（10）�

（15）�

（15）�

（11）�

（13）�

（14）�

（16）�

（14）�

（13）�

（12）�

�　現在、学生のアルバイト事情はどうです

か。
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�　学生の持ち物も大分変わったようです

ね、携帯電話とか。
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�　「よく読む本」も、総合雑誌から情報誌へ

という変化があります。
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�　4年生ともなると、やはり心配の種は就職

活動ですか。
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�　宮崎さんにとって、いまどきの「東大生」と

は、どのようなイメージなのでしょう。
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意
識
に
か
か
わ
る
項
目
が
多
く
設
定
さ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
学
生
紛
争
が
終
結
し
た
七
○
年
代
に
は
い

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
の
年
に
実
施
さ
れ
た
第
二
三
回
調
査
で

は
、
東
大
入
学
に
ま
つ
わ
る
意
識
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
た
。そ
の
時
点
で
、「
ど
う
し
て
も
入
り
た
か
っ
た
」

と
答
え
た
者
は
全
体
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
れ
に

対
し
て
「
だ
め
な
ら
他
大
学
で
よ
か
っ
た
」
と
答
え

た
者
が
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て「
な
ん
と
な
く
」

と
い
う
答
え
が
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
分
布
状
況
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　
「
入
学
動
機
」
に
つ
い
て
は
、
一
九

八
○
年
代
ま
で
の
上
位
群
は
、「
ス
タ

ッ
フ
、
設
備
の
充
実
」「
国
立
大
学
で
あ

る
」「
難
関
を
突
破
し
た
か
っ
た
」
で
不

動
で
あ
る
が
、
九
○
年
代
に
は
い
っ

て
、
学
生
た
ち
の
入
学
動
機
は
や
や
変

化
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
社
会
的

評
価
が
高
い
か
ら
」「
東
大
の
伝
統
や

雰
囲
気
に
あ
こ
が
れ
て
」
と
い
っ
た
項

目
へ
の
回
答
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

い
わ
ば
「
東
大
の
ブ
ラ
ン
ド
性
」
へ
の

積
極
的
な
評
価
が
み
ら
れ
る
。
か
つ
て

は
「
難
関
突
破
」
と
い
う
色
彩
も
強
か

っ
た
も
の
だ
が
、
今
日
で
は
そ
う
し
た

発
想
は
あ
ま
り
は
や
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。

　

表
�
は
、
在
学
中
の「
不
安
や
悩
み
」

に
つ
い
て
た
ず
ね
た
も
の
で
あ
る
。
年

代
に
よ
っ
て
項
目
や
回
答
方
式
に
若

干
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
も
の
の
、
各
回

に
お
け
る
上
位
五
項
目
を
並
べ
て
み

た
。
一
見
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
か
つ

て
は
「
人
生
の
目
標
・
意
義
」
や
「
自

我
の
確
立
」
な
ど
と
い
っ
た
根
源
的
な

人
生
へ
の
問
い
が
上
位
に
あ
っ
た
も

の
が
、
今
日
で
は
「
就
職
」「
進
路
・
進

学
」「
勉
学
（
成
績
・
単
位
等
）」
と
い
っ

た
、「
目
の
前
の
ハ
ー
ド
ル
」
的
な
も
の

が
上
位
を
し
め
て
い
る
。
ま
た
、「
性
・

異
性
・
恋
愛
」
が
第
五
位
と
は
い
え
、
第
三
九
回
以

降
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
の
も
目
を
引
く
。「
煩
悶

青
年
か
ら
現
代
的
若
者
へ
」
の
変
化
と
で
も
、
形
容

で
き
よ
う
か
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
も
、
今
日
で
は
、「
友
人

を
得
た
い
」「
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
」「
異
性
と
交
際

す
る
機
会
を
持
ち
た
い
」
と
い
っ
た
理
由
で
加
入
す

る
者
が
目
立
っ
て
お
り
、「
人
間
性
を
磨
き
た
い
」
と

か
「
真
剣
に
人
生
を
考
え
た
い
」
と
い
っ
た
古
典
的

な
理
由
は
か
げ
を
潜
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。

　

最
後
に
、学
生
た
ち
の
進
路
意
識
・
就
職
意
識
に
つ

い
て
で
あ
る
。
学
生
た
ち
に
進
路
希
望
を
は
じ
め
て

聞
い
た
一
九
七
三
年
の
第
二
三
回
調
査
で
は
、「
企

業
」
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
、「
公
務
員
」
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
、「
自
由
業
」
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
、「
教
育
職
」
一

五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
そ
の
他
」
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
い
ま
だ
学
生
紛
争
の
余
韻
が
さ
め
や
ら
ぬ
時
期

で
あ
り
、
企
業
就
職
の
不
人
気
が
目
に
つ
く
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
職
業
選
択
の
際
に
重
視
す
る
要
因
と

し
て
は
、「
適
性
・
能
力
・
専
門
が
生
か
せ
る
」「
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
」「
生
活
の
安
定
」「
社
会
の
幸
福
に
役

立
つ
」「
他
人
か
ら
拘
束
さ
れ
な
い
」
の
順
に
、
多
く

の
学
生
の
支
持
を
集
め
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
を
経
た
一
九
九
七
年
に
実
施

さ
れ
た
第
四
七
回
調
査
を
、
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る

と
、ど
の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

端
的
に
い
う
な
ら
、
学
生
た
ち
の
就
職
意
識
は
不
思

議
な
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
希
望
の
職
業
と
し
て
も
っ
と
も
多
い
の
が

「
大
学
・
官
公
庁
の
教
育
・
研
究
職
」の
二
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
以
下
「
専
門
職
（
医
師
・
弁
護
士
な
ど
）」

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
技
術
職
」
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
公
務
員
」
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
つ
づ
く
。
選
択
理

由
も
、
多
い
順
に
「
自
分
の
特
技
・
能
力
や
専
門
知

識
が
活
か
さ
れ
る
」「
人
を
助
け
た
り
社
会
に
奉
仕
す

る
」「
安
定
し
た
生
活
が
保
障
さ
れ
る
」「
組
織
に
し
ば

ら
れ
ず
、
自
由
な
活
動
が
で
き
る
」
と
、
か
つ
て
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
項
目
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
東
大
生
の
就
職
意
識
を
、
東
大
生
な
ら

で
は
の
エ
リ
ー
ト
意
識
の
発
露
と
み
な
し
て
も
誤
り

と
は
い
え
ま
い
。
豊
富
な
モ
ノ
に
か
こ
ま
れ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
で
生
活
し
、
サ
ー
ク
ル
で
の
友
人
や

恋
人
と
の
つ
き
合
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
東
大
生
た

ち
は
昔
な
が
ら
の
自
負
心
や
使
命
感
を
維
持
し
、
社

会
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
エ
リ
ー
ト
意
識
が
い
か
に
素
朴
な
も
の
で
あ

れ
、
あ
る
い
は
偏
狭
な
も
の
で
あ
れ
、
そ
れ
は
否
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
大
切
に
守
り
育
て
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
エ
リ
ー

ト
と
呼
ぼ
う
が
呼
ぶ
ま
い
が
、
社
会
に
は
、
舵
と
り

役
や
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
ノ
ー
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
」
の
二
一
世
紀
的
復

権
を
夢
想
す
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

志
水
宏
吉（
し
み
ず
・
こ
う
き
ち　

学
生
実
態
調
査
委
員
会
委
員

長
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
助
教
授
） 

��・������

第12回�
（1961）�

第26回�
（1976）�

第32回�
（1982）�

第39回�
（1989）�

第45回�
（1995）�

1 位� 2 位� 3 位� 4 位� 5 位�

人生の目標・意義�

人生の目標・意義�

卒業後の進路�

就職のこと�

就職のこと�

卒業後の進路�

卒業後の進路�

人生の目標・意義�

勉強のこと�

進路・進学�

自我の確立�

自我の確立�

将来の職業�

進路・進学�

人生の目標・意義�

�

人とのつきあい�

才能�

人間関係�

人生の目標・意義�

勉強�

才能�

人とのつきあい�

性格�

性・異性・恋愛�

性・異性・恋愛�

【表3】不安や悩み�

注：�いずれの回も、選択肢の中から、「最も大きな問題（不安や悩みの対象）と感じられるもの」として選んでもらったものである。�



に
聞
く�

昔
の
学
生
さ
ん
は
、
学
問
に
熱
中
し
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。�

一
人
で
孤
独
に
勉
強
し
て
い
た
。�

個
人
で
学
問
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
‥
‥
‥�

�

東
京
大
学
の
歴
史
と
と
も
に
六
五
年

　

ど
こ
と
な
く
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
る
法
文
二
号

館
の
地
下
、
食
堂
の
向
か
い
に
並
ぶ
店
の
な
か
に
、

時
計
屋
さ
ん
が
あ
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
時
計

屋
さ
ん
と
い
っ
て
も
、
き
ら
び
や
か
な
時
計
を
並
べ

る
時
計
屋
さ
ん
で
は
な
い
。
時
計
修
理
専
門
の
店
。

そ
こ
で
、
も
く
も
く
と
細
か
い
作
業
を
つ
づ
け
る
の

が
佐
野
利
一
さ
ん
。
若
い
頃
は
さ
ぞ
か
し
も
て
た
と

思
わ
れ
る
笑
顔
の
素
敵
な
時
計
職
人
さ
ん
だ
。

　

昭
和
六
年
に
父
親
が
開
業
し
た
こ
の
店
に
、
昭
和

八
年
か
ら
勤
め
て
い
る
か
ら
、
佐
野
さ
ん
は
六
五
年

も
の
間
、東
京
大
学
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
こ
の
六
五
年
で
一
番
印
象
的
な
出
来
事
で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。
昭
和
一
八
年
だ
っ
た
か
な
、
学
生
さ

ん
が
兵
隊
に
も
っ
て
い
か
れ
た
学
徒
動
員
で
す
か

ね
。
講
堂
の
前
が
当
時
は
広
場
に
な
っ
て
い
て
ね
、

一
○
○
人
く
ら
い
召
集
さ
れ
る
学
生
さ
ん
が
そ
こ
に

ず
ら
っ
と
並
ん
で
ね
、
総
長
の
お
話
を
お
伺
い
し
、

そ
の
あ
と
隊
を
組
ん
で
宮
城
（
皇
居
の
こ
と
）
前
に

行
進
す
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
ほ
か
の
東
京
中
の
学
生

と
東
条
首
相
の
訓
辞
を
聞
き
ま
し
て
ね
、
家
に
戻
っ

て
二
、
三
日
し
て
出
征
で
す
か
。
私
は
そ
の
と
き
二

五
歳
で
、
そ
れ
ま
で
に
野
戦
に
五
年
近
く
い
っ
て
い

ま
し
て
、
戦
場
の
大
変
さ
を
身
に
し
み
て
知
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
で
ね
。
そ
れ
も
、
戦
争

で
い
く
ら
か
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
、
法
文
経
の

学
生
が
連
れ
て
い
か
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
と
き
は

涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
ね
。
な
に
し
ろ
何
も
知
ら
な
い

若
い
学
生
さ
ん
な
ん
で
す
か
ら
。」

　

そ
の
あ
と
、戦
後
の
物
資
の
な
い
生
活
が
つ
づ
き
、

昭
和
二
五
年
に
今
の
場
所
に
落
ち
着
か
れ
た
。
安
田

講
堂
事
件
の
と
き
は
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。

　
「
あ
あ
、
あ
れ
ね
。
あ
れ
は
ま
だ
、
つ
い
先
だ
っ

て
と
い
う
感
じ
だ
な
。
私
か
ら
い
え
ば
。」

　

そ
れ
に
し
て
も
、
東
大
生
は
こ
の
六
五
年
で
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。時
計
屋
の
主
人
と
お
客
さ

ん
の
立
場
で
し
か
な
い
で
す
し
ね
。
し
か
も
毎
日
の

こ
と
だ
か
ら
、
変
化
と
い
っ
て
も
わ
か
り
に
く
い
。

で
も
、
あ
え
て
言
う
と
す
る
と
、
昔
の
学
生
さ
ん
は
、

学
問
に
熱
中
し
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
よ

ね
。
一
人
で
孤
独
に
勉
強
し
て
い
た
。
個
人
で
学
問

に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、

最
近
は
そ
れ
よ
り
も
お
友
達
づ
き
あ
い
が
大
変
そ
う

で
、
サ
ー
ク
ル
と
か
い
ろ
い
ろ
な
会
と
か
で
忙
し
そ

う
で
し
ょ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ほ
か
の
大
学
の

学
生
さ
ん
と
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。」

　

時
計
屋
の
主
人
と
お
客
さ
ん
の
立
場
と
控
え
め
に

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
が
、
佐
野
さ
ん
に
愛
用
の
時
計

を
直
し
て
も
ら
う
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
く
る
客
も
多
い
よ
う
だ
。
東
京
大
学
の
表
向
き
の

こ
と
な
ら
ば
、
だ
い
た
い
何
で
も
ご
存
知
と
い
う
佐

野
さ
ん
。
と
て
も
八
一
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
お

元
気
で
、
今
日
も
東
京
大
学
の
歴
史
を
、
時
計
と
と

も
に
刻
ん
で
い
る
。

�
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1 9 1 8年静岡県に生まれる。

関東大震災の翌年（1924

年）、一家で東京に移住。聖

学院中学在学中、長兄の戦

死のため、16歳から時計職

人の道に入る。

本
郷
、
駒
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
長
年
に
わ
た
り
、�

東
大
生
と
触
れ
合
い
、
そ
し
て
東
大
の
歴
史
そ
の
も
の
を
見
続
け
て
き
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
主
。�

そ
ん
な
お
ふ
た
り
に
、
東
大
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、�

語
っ
て
い
た
だ
く�

東
大
生
気
質
の
い
ま
、
む
か
し
。�

〈
聞
き
手
〉
飯
田
崇
雄
、
小
川
明
子
（
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
社
会
情
報
学
専
攻
修
士
課
程
）�

に
き
く�

最
近
は
先
生
も
学
生
も
職
員
も
み
ん
な
忙
し
く
し
て
い
て
、
会
話
や
議
論
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
学
生
の
特
権
は
、
社
会
に
出
る
前
に
距
離
を
と
り
つ
つ
、
考
え
た
り
議
論
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。�

青
春
時
代
か
ら
三
○
余
年�

―
一
気
に
駆
け
抜
け
た
駒
場

―

　

六
本
木
に
あ
る
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
に
お

勤
め
の
石
山
恭
枝
さ
ん
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九

九
八
年
ま
で
駒
場
の
体
育
教
官
室
で
会
計
兼
庶
務
を

担
当
さ
れ
た
。

　
「
私
は
定
時
制
の
夜
間
の
高
校
に
い
っ
て
ま
し
て
、

そ
の
四
年
生
の
こ
ろ
か
ら
こ
ち
ら
で
仕
事
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
勤
め
は
じ
め
て
、
東
大
の
学
生

さ
ん
が
一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
の
を
見
て
い
た
ら

勉
強
し
た
く
な
っ
て
き
ま
し
て
ね
。
そ
れ
か
ら
夜
間

の
大
学
に
通
い
だ
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
は
じ
め

の
う
ち
は
、
昼
は
職
員
、
夜
は
学
生
と
い
う
二
足
の

わ
ら
じ
を
は
い
て
い
ま
し
た
。」

　

そ
の
あ
と
、
駒
場
に
三
○
年
以
上
勤
務
さ
れ
ま
し

た
。
一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

　
「
そ
れ
は
も
う
大
学
紛
争
で
す
。私
は
昼
は
職
員
で

夜
は
学
生
で
し
た
か
ら
、
学
生
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
張

っ
て
い
る
な
か
を
出
勤
し
よ
う
と
す
る
と
、
ス
ト
破

り
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
、
も
め
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
体
育
教
官
室
に
も
学
生
が
や
っ
て
き
て
、

い
つ
ま
で
も
先
生
が
戻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の

で
、
学
生
た
ち
に
乱
暴
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
心
配
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
先
生
方
は
根
気
強
く

学
生
た
ち
に
つ
き
あ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ね
。」

　

そ
の
こ
ろ
と
現
在
で
は
、
学
生
の
変
化
も
著
し
い

と
い
わ
れ
ま
す
。
長
い
駒
場
で
の
経
験
か
ら
、
い
か

が
で
す
か
。

　
「
そ
う
で
す
ね
、
世
代
的
な
ち
が
い
は
、
私
自
身

に
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。
体
育
館
の
鍵
の
管
理
を
し

て
い
た
と
き
で
す
。
昔
の
学
生
は
『
卓
球
場
の
鍵
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
』
と
、
欲
し
い
鍵
の
名
称
を
き
ち

ん
と
い
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
、
た

だ
『
鍵
』
と
い
っ
て
取
り
に
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
学
生
に
は
、『
鍵
っ
て
ど
こ
の
鍵
、
鍵

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
よ
』
と
い
う
ふ
う
に
、
で
き
る

だ
け
喋
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
少
子
化

現
象
や
受
験
競
争
の
激
化
と
影
響
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
い
つ
か
ら
か
、
親
や
先
生

が
先
回
り
し
て
子
ど
も
の
心
配
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
一
方
で
、
今
の
学
生

は
優
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
嫌

な
こ
と
も
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。」

　

当
時
と
今
の
大
学
で
特
筆
す
べ
き
ち
が
い
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
「
私
は
『
大
学
』
と
い
う
雰
囲
気
が
ど
ん
ど
ん
失

わ
れ
て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
紛
争
の

こ
と
を
話
し
ま
し
た
け
ど
、
あ
あ
い
っ
た
会
話
や
議

論
と
い
う
の
が
今
こ
そ
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
最
近
は
先
生
も
学
生
も
職
員
も
み
ん
な
忙
し
く

し
て
い
て
、
会
話
や
議
論
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
学
生
の
特
権
は
、社
会
に
出
る
前
に
距
離
を
と
り
つ

つ
、
考
え
た
り
議
論
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う

ん
で
す
。
東
京
大
学
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
施

設
や
先
生
方
に
恵
ま
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね
。」

　

石
山
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
後
の
目
標
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
で
す
か
。

　
「
本
当
に
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
、私
は
体
育
研
究

室
に
勤
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
面
で
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
で
す
が
、
人
と
し
て
の
お
付
き
合
い
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
林
寛
道
先
生（
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
教
養

学
部
教
授
）
に
は
合
気
道
、
文
章
な
ど
お
教
え
い
た

だ
き
ま
し
た
し
、
そ
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス
、
統
計
学
、

ド
イ
ツ
語
、
エ
ッ
セ
ー
と
多
く
の
先
生
方
に
お
教
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
一
〇
年
く
ら
い
前
か
ら

研
究
活
動
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
最
近
は
高
齢
者
の
実
態
調
査
を
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
面
白
い
で
す
よ
。
そ
う
い
っ
た
研
究
を
こ

れ
か
ら
も
つ
づ
け
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。」

��・������

��������

1 945年千葉県に生ま れる。

1965年から東京大学教養

学部に勤務。現在は東京大

学生産技術研究所に勤務、

同人誌にエッセーを書くこと

を趣味としている。



　

東
大
に
は
、
本
郷
と
駒
場
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
の

祭
り
だ
け
で
な
く
、
学
生
寮
に
も
祭
り
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
全
学
的
な
祭
り
で
あ
る
五
月
祭
と
駒
場
祭

を
と
お
し
て
、
東
大
の
今
と
昔
を
比
べ
て
み
よ
う
。

　

五
月
祭
、
駒
場
祭
関
係
で
東
京
大
学
史
史
料
室
に

残
っ
て
い
る
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
一
九
五
九
年

の
第
一
○
回
駒
場
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
戦
前

に
は
じ
ま
っ
た
五
月
祭
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
三
年

の
第
三
七
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
も
っ
と
も
古
い
。「
独
占

資
本
主
義
下
に
お
け
る
「
大
学
」
不
在
の
大
学
か
ら

の
報
告
」
が
、
そ
の
統
一
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
こ
の

年
は
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
が
調
印
さ
れ
、
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　

東
大
紛
争
あ
る
い
は
闘
争
中
の
一
九
六
八
年
の
駒

場
祭
の
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。
混
乱
の
中
で
収
集

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
と
め
て
く
れ
る
な
お

っ
か
さ
ん
」
で
話
題
に
な
っ
た
こ
の
と
き
の
ポ
ス
タ

ー
（
①
）
は
、
作
者
の
画
集
か
ら
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
入
試
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
一
九
六
九
年
の
五

月
祭
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

　

二
度
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
た
一
九
七
○

年
代
の
中
頃
ま
で
は
、
生
硬
で
、
長
い
文
章
の
統
一

テ
ー
マ
が
好
ま
れ
て
い
た
が
、
徐
々
に
言
葉
づ
か
い

に
変
化
が
表
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
五
年

の
五
月
祭
は
、「
生
き
た
現
実
の
中
の
／
我
ら
燃
え
上

が
る
理
性
の
群
れ
火
！
／
歴
史
の
激
流
の
た
だ
中

に
／
築
き
上
げ
よ
う
／
我
ら
の
真
実
を
！
／
我
ら
の

時
代
を
／
我
ら
の
も
の
に
す
る
た
め
に
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、一
九
七
九
年
の
五
月
祭
で
は
、

「
平
穏
な
日
々
の
眠
り
の
影
に
、科
学
の
旗
の
下
に
集

お
う
、
さ
あ
、
新
し
い
風
を
！
」（
⑤
）
と
か
わ
っ
て

き
て
い
る
。

������・��
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一
九
八
○
年
代
に
は
い
る
と
生
硬
な
表
現
は
姿
を

消
し
、
駒
場
祭
の
テ
ー
マ
あ
る
い
は
委
員
会
ア
ピ
ー

ル
は
、「
平
和
・
真
実
・
自
由
―
き
み
の
た
め
に
、
ぼ
く

の
た
め
に
」（
一
九
八
二
年
）、「
ヒ
ト
／
ヒ
ト
／
コ
マ

バ
サ
イ
／
ヒ
ト
」（
一
九
八
三
年
）、「
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー

ル
ド
／
橋
架
け
て
」（
一
九
八
四
年
）、「
き
み
と
、は
な

し
が
し
た
い
ん
だ
」（
一
九
八
七
年
）
の
よ
う
に
、
短

か
い
呼
び
か
け
調
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、「
馬
鹿

野
郎
、
感
性
だ
け
が
す
べ
て
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
が
一
九
八
六
年
の
五
月
祭
で
な
さ
れ
て
い

る
。
感
性
の
時
代
を
迎
え
た
の
か
も
し
れ
な
い（
②
、

一
九
八
七
年
の
五
月
祭
ポ
ス
タ
ー
）。

　

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
バ
ブ
ル
経
済
を

謳
歌
し
た
こ
の
時
代
は
、
一
九
八
六
年
の
流
行
語
大

賞
に
選
ば
れ
た
「
新
人
類
」
が
出
現
し
た
時
代
で
も

あ
る
。
新
人
類
の
発
想
だ
ろ
う
か
、
一
九
九
○
年
の

駒
場
祭
の
ア
ピ
ー
ル
は
「
駒
場
に
来
た
／
東
大
生
を

見
た
」（
④
）
と
主
客
が
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
の
五
月
祭
に

は
テ
ー
マ
も
ア
ピ
ー
ル
も
な
い
。
言
葉
が
訴
え
る
力

を
失
っ
た
反
面
、
一
九
九
四
年
の
五
月
祭
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
表
紙
（
⑥
）
や
一
九
九
七
年
の
駒
場
祭
の
イ
ラ

ス
ト
（
⑦
）
に
見
る
よ
う
に
、
よ
り
直
接
的
な
ビ
ジ

ュ
ア
ル
な
表
現
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

感
性
の
時
代
を
も
た
ら
し
た
経
済
成
長
が
終
わ

り
、
超
氷
河
期
と
も
形
容
さ
れ
る
就
職
状
況
で
、
産

業
・
社
会
構
造
の
激
変
を
体
感
し
て
い
る
学
生
た
ち

に
と
っ
て
、再
生
へ
の
望
み
を
託
し
た「�

�

�
�
‐
」（
③
）が

一
九
九
九
年
の
五
月
祭
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

（
柳
澤
幸
雄　

や
な
ぎ
さ
わ
・
ゆ
き
お　

大
学
院
新
領
域
創
成
科

学
研
究
科
教
授
）

��・������
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東
大
生
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
、
五
月
祭
と
駒
場
祭
。�

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
そ
こ
に
記
さ�

れ
る
統
一
テ
ー
マ
は
、
社
会
へ
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー�

ジ
で
あ
り
、
時
に
は
社
会
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
っ
た
。�
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